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帯
れ
よ
ん
単
κ
オ

元
善
光
寺
縁
起

推
古
天
皇
十
年
に
信
州
麻
績
の

里

（現
在
の
飯
田
市
座
光
寺
）
の
住

人
、
本
多
善
光
卿
が
難
波
の
堀
か

ら

一
光
三
尊
の
御
本
尊
様
を
お
む

か
え
し
た
の
が
元
善
光
寺
の
起
元

で
、
そ
の
後
皇
極
天
皇
元
年
に
そ

の
御
本
尊
様
は
現
在
の
長
野
市

ヘ

遷
座
さ
れ
、
で
き
た
お
寺
が
善
光

卿
の
名
を
と
っ
て

〓
［光
寺
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

飯
円
の
方
の
当
山
は
勅
命
に
よ
っ

て
、
本
彫
り
で
同
じ
御
尊
像
が
残

さ
れ

「
元
善
光

‐■
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
仏
勅
に

よ
っ
て

「毎
月
半
ば
卜
五
日
間
は

必
ず
こ
の
麻
績
の
古
里
に
帰
り
き

て
衆
生
を
化
益
せ
ん
」
と
い
う
ご

誓
願
を
残
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、

長
野
の
善
光
寺
と
飯
日
の
元
善
光

寺
と
両
方
に
お
詣
り
し
な
け
れ
ば

片
詣
り
と
昔
か
ら
云
わ
れ
る
ゆ
え

ん
で
あ
り
ま
す
。

今
か
ら

一
四
〇
０
年
前
、
長
野
市

の
善
光
寺
の
で
き
る
前
に
善
光
卿

が
御
本
尊
を
難
波
の
池
よ
り
迎
え

て
お
祀
り
す
る
と
き
、
こ
の
日
の

上
に
安
置
し
て
供
養
せ
ら
れ
る
こ

と
四
十

一
年
の
長
い
問
で
、
こ
の

自
か
ら
光
明
が
輝
い
て
居
た
の
で

之
を
座
光
の
自
と
云
い
、
元
善
光

寺
の
霊
宝
で
あ
り
ま
す

先
祖
の
御
回
向
　
家
内

安
全
　
商
売
繁
昌
等
の

御
祈
願
を
お
取
り
次
ぎ

い
た
し
ま
ｔ

期
間
中
、
元
善
光
寺
で

は
御
回
向
　
御
祈
願
の

法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
蔦

ご
希
望
の
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

★
拝
観
時
間
‥
‥
六
０
分

★
拝
観
料

御
本
堂
と
西
国

三
十
三
ヶ
所

お
砂
踏
み
は
無
料
。

宝
物
殿
も
特
別
無
料
。

お
砂
踏
み

前
立
本
尊
様
の
右
手
に
結
ば
れ
た
金
糸
は
、

や
が
て
五
色
の
善
の
綱
と
な
り
、
回
向
柱

に
結
ば
れ
ま
す
。
柱
に
触
れ
る
こ
と
で
、

人
々
は
如
来
様
と
結
縁
さ
れ
る
の
で
す
。

問
口
十
二
間
、
奥
行
七
間
半
の
建
物
は
西

国
三
十
三
番
の
札
所
の
観
音
様
を
お
祀
り

し
て
特
別
開
帳
の
お
詣
り
と
お
砂
踏
み
が

で
き
ま
ｔ

■」R飯回線元善光寺駅から7分、中央道飯田及び

松川インターより車で18分 、飯田市街地より12分 。

■国道153号 線より200m。 駐車場有り。

■特急パス、名古屋名鉄パスセンターより約2時間。

■特急バス、新宿駅西口より約4時間。

元善光寺駅下車
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